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地方創生推進交付金について

①交付金の目的
平成28年度からの地方版総合戦略の本格的な推進に向け 地域再生計画に基づき実施する地方版総合戦略に定められた自

【交付金概要】

平成28年度からの地方版総合戦略の本格的な推進に向け、地域再生計画に基づき実施する地方版総合戦略に定められた自
主的・主体的で先導的な事業に要する経費に対する交付金。

①地方版総合戦略に基づく、自治体の自主的・主体的で先導的な事業を支援
②KPIの設定とPDCAサイクルを組み込み、従来の「縦割り」事業を超えた取組を支援
③安定的な制度 運用を確保（法律補助 継続的な支援）③安定的な制度・運用を確保（法律補助・継続的な支援）

②交付率
１／２

③交付タイプ・交付限度額

種類 概要 事業計画期間 交付限度額

①先駆タイプ
自立性に加え、官民協働、地域間連携、政策間連携等
の先駆的要素が含まれている事業

５か年度以内
１億円

（事業費ベース：２億円）の先駆的要素が含まれている事業 （事業費ベース：２億円）

②横展開タイプ
先駆的・優良事例の横展開を図る事業

自立性に加え、官民協働、地域間連携、政策間連携の
うち、２つの要素

３か年度以内
2,500万円

（事業費ベース：5,000万円）

プ
2 500万円

④申請
京都府等との広域連携事業として、平成28年6月17日、京都府から申請（地域再生計画含む）

③隘路打開タイプ 既存事業のネックとなる課題を発見し、打開する事業 ３か年度以内
2,500万円

（事業費ベース：5,000万円

１



地方創生推進交付金に係る事業実施結果

事業名 事業概要、目的 取組内容 今後の展開 事業費 交付金申請額展

子育てし易い環境を広くPRする
ため、子育てに特化したホーム
ページを制作し、住民が得たい情
報をいつでも入手できる環境を整

【子育てホームページの制作】
子育てHPの制作により、子

育てし易い環境を整えるとと

１年目 5,672 １年目 2,836

子ども育マチま
るごと戦略

報をいつでも入手できる環境を整
備する。
また、学校を拠点とし、子どもた

ちの支援や見守りを通じた新しい
コミュニティづくりを目指すため、
空き教室を活用した喫茶去事業に

【空き教室を活用した“喫茶去”事業】
(ア)イングリッシュカフェの開設
(イ) 地域一体でのあいさつ運動
(ウ)文化・伝統の継承（茶道体験。市
内寺社を見学。邦楽鑑賞）

育てし易い環境を整えるとと
もに、子どもの成長期に、喫
茶去事業を行うことにより、進
学等で市外に転出した方へ
のUターン意識の醸成を目指
す

２年目 10,088 ２年目 5,044

空き教室を活用した喫茶去事業に
取り組む。

す。

３年目 3,617 ３年目 1,809

山背古道アナ
ログ遊びプロ
ジェクト

「現代失われつつある昔遊び」を
モチーフに、デジタル機器を活用
したアプリを活用することで、「祖
父母・親・子」３世代の繋がりを築く

山背古道アナログ遊びプロジェクト
①デジタル機器で利用可能なアプリ
を新設する。
歩きながらスマートフォンで撮影した

「（仮称）お茶の京都ＤＭＯ」
を視野に入れ、来訪環境の

１年目 2,025 １年目 1,012

ジェクト

連携地方公共
団体
・木津川市
・城陽市

父母・親・子」３世代の繋がりを築く
きっかけを形成する。
また、「インバウンド」についても、
この事業に取り組むことで、日本
文化を広く発信でき、併せて「（仮
称）お茶の京都ＤＭＯ」が発足した

写真をアップ・応募のできる「地域再
発見フォトコンテスト」を実施し、サイト
閲覧者が古道をイメージできるサイト
の整備をおこなう。

向上を目指すプロジェクトを
新たに展開する。
「古道沿線からの寄り道」と

いう視点を導入することで、
沿線エリアを活性化させるこ

２年目 2,040 ２年目 1,020

・城陽市
・井手町

称）お茶の京都ＤＭＯ」が発足した
際の連携を視野に入れ、誘客基
盤を整える。

②ゲーム性を含んだ「祖父母・親・
子」３世代で楽しめるイベントの実施。

とができる。

３年目 800 ３年目 400

２




